
〇 地域には、人生経験豊かな方や専門の技能、知識をおもちの方また

地域の歴史や文化に詳しい方等たくさんいらっしゃいます。そのよう

な方々に福生第一中学校の教育に関わっていただき、豊かな学びを通

して生徒の「生きる力」を協働して育むとともに、地域との絆を深め

ていきたいと考えています。

〇 一中生の学校教育支援の実施に当たっては、人的支援に留まらず、

各種教育活動に対して財政面からも支援できる組織を目指すために、

「福生一中教育支援基金（仮称）」を設立し、本基金を充実さ

せるための募金等の支援を募っていく構想を掲げています。

〇 福生一中学区にある小学校ＣＳ委員会との関係を密にし、小中切れ

目のない関わりを通して、未来を担うふっさっ子の成長を支え、見守

っていくこととします。

福生市立福生第一中学校
コミュニティ・スクール

（令和２年４月１日指定）

〒 東京都福生市大字熊川 番地

アドレス

○ 福生第一中学校支援地域組織は、「一中おやじの会」の会員を中心

に活動しています。

○ 一中おやじの会は、無理をせずに、できるときにできる人が参加す

るをモットーに活動しています。興味のある方、一中生のために共に

活動いただける方は、お気軽にお問合せください。

○ 子どもの有無、男女を問いません。

≪問合せ先≫

一中おやじの会 会員募集

一中ＣＳの将来構想

ふっさ文化の杜委員会



○ 地域の人々や保護者などが、「コミュニティ・スクール委員会」

（学校運営協議会）を通じて学校運営に参加し、子どもたちの学校

教育を支援する公立の小中学校のことです。

○ 福生第一中学校は、令和２年４月１日に、コミュニティ・スクー

ルに指定されました。

〇 福生第一中学校は、市の文化施設の集約した地域「文化の森」に

あり、文化的にも自然の緑にも恵まれています。

○ この「文化の森」をＣＳ委員会の名称に活用するとともに、「も

り」の漢字に「杜」を使うことにより、福生の文化を継承発展させ

ていく人材育成を目指すという思いを込めました。

〇 「ふっさ文化の杜委員会」はその名にふさわしい特色を醸し出

せる環境を整えていきます。

コミュニティ・スクール（ＣＳ）とは？

愛称「ふっさ文化の杜委員会」の由来

○ 福生第一中学校の掲げる教育目標の実現に向けて、学校と地域、

保護者が連携し、一中生の学校教育を支援していきます。

○ 学校・家庭・地域で共有した課題・取組について三者で熟議し、

運営参画を担う「ＣＳ委員会 愛称：ふっさ文化の杜委員会 」と支

援活動を担う「学校支援地域組織」が連携・協働していきます。

〇 学校・家庭・地域が共に手を携えて、生徒にとっても、先生に

とっても、保護者にとっても、地域の方にとっても魅力のある「地

域とともにある学校づくり」を目指していきます。

福生一中ＣＳの目指すもの

福生一中コミュニティ・スクール
運 営 組 織

ふっさ文化の杜委員会（福生一中ＣＳ委員会）

校長・副校長・主幹教諭等
地域住民・学識経験者 など

（学校支援コーディネーター）
コーディネーター 名以内

会長等

説 明
井

承認・意見

学校の代表 地域の代表 保護者の代表

連絡・調整

福生第一中学校支援地域組織

事 務 局（コーディネーター連絡会）

学習支援 安全支援 環境支援 一中協働会議

学力向上の支援
体力向上の支援

生徒の安全確保
問題行動の防止

環境維持や整備
情報発信や広報

学校支援活動
連絡・調整

ＣＳ推進委員会

推進委員長

学力向上推進委員長

生徒指導推進委員長

環境支援推進委員長

地域連携推進委員長

本部役員

支部委員会

学年委員会

広報委員会
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ＣＳ委員会
「ふっさ文化の杜委員会」

≪令和2年度 各委員≫ ≪令和2年度 ふっさ文化の杜委員会日程及び主な議題≫

ＣＳ研修会
「講演会」「地域懇談会」

●校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
●学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができる。
●教職員任用に関して、教育委員会に意見を述べることができる。

ＣＳ委員会
の主な役割

講演会
文部科学省 マイスターの井上尚子氏による「地域とともにある
学校づくり」をテーマとした講演会を実施しました。講演会では、
コミュニティ・スクール委員会の役割や進め方、地域学校協働活動
の一体的推進についてお話をいただきました。

地域懇談会
子どもたちのためにできることを考え、話し合うこと（熟議）は、共に学校を創る、コミュニ
ティ・スクールとしての第一歩です。
まず、何でも意見を自由に出し合える関係づくりのトレーニング「クロスロード」を行いました。
次に、グループワークで「目指す人間像」（写真の青付箋）について、先生、保護者、地域の人々
がそれぞれの立場で意見を出し合い、その後、「連携・協働してできること」（赤付箋）について
話し合い、多くの意見が出ました。

≪クロスロード≫
答えのない問いに、賛成反対の意見を何でも自由に言い合い、
どんな意見も受け入れていく活動です。

地域の担い手を育てる
よりよい社会を創るという目標を、学校と社会が共有し、
連携・協働しながら新しい時代に求められる資質・能力
を子ども達に育む「社会に開かれた教育課程」の実現を
目指します。

令和 年 月 日（土）開催
参加者 名

【ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙ委員】
委員長 平野　裕子
副委員長 土谷　利美 會田　ゆき子
委員 伊藤　弘大 大楠　功晃 神山　千歳

中出　雅俊 松下　行輔 　山本　豊彦

【ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸｰﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】
土谷　利美 濱原　幸恵 原　佳寿美

【学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ】
土谷　利美 島﨑　真理

回 月　日 内　　容

６月５日（金）

○令和２年度の学校経営方針等について
○「学校自己評価シート」の公表
○コミュニティ・スクール委員会の活動について

７月14日（火）

○社会に開かれた教育課程の実現について
○研修会・地域懇談会（案）について
○ＣＳ委員会の名称について
○授業評価アンケートについて

10月９日（金）

〇研修会・地域懇談会（案）について
〇授業評価アンケートについて
○学校評価について

12月４日（金）

○地域懇談会について
○広報誌の内容について
○学校評価（教育活動アンケート）について

２月５日（金）
○学校評価について
〇学校経営方針の確認と承認について
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